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KABA Toyohiko 【翻訳】

『奇妙な武器』（キム・サン著）／『民涛』10号、在日文芸、民涛社、1990年3月、単訳。
『周恩来伝　上』（金冲及著）／阿吽社、1992年8月、共訳。
『周恩来伝　中』（金冲及著）／阿吽社、1992年10月、共訳。
『出路―ある中国農村青年の日記』（王真亮著）／現代書館、1992年11月、単訳。
『周恩来伝　下』（金冲及著）／阿吽社、1993年2月、共訳。

【国際学会発表】

「東江華橋回郷服務団与日軍」／第3回客家学国際研討会、シンガポール、1996年11月、単独。

【講演】

「開放経済下の中国民衆の生活と心（1）」／公開セミナー「東アジア入門講座」、京都橘女子大学、1995年10月、
単独。

「開放経済下の中国民衆の生活と心（2）」／公開セミナー「東アジア入門講座」、京都橘女子大学、1995年10月、
単独。

【研究費】

「キリスト教文書による近代中国華南沿海地区の地域史的研究」／文部省科学研究費一般研究C（1年間）／900
千円、1995年、単独。

【その他】

＜翻訳＞「中国の青春―農村出稼ぎ青年の日記」／『朝日ジャーナル』9月7日号、朝日新聞社、1990年9月、
単著。
＜紹介＞「カリフォルニア大学・バークレー校の日本語教育システム」／『京都橘女子大学外国語教育研究セン
ター紀要』創刊号、1993年3月、単著。
＜一般記事＞「日本軍在陸豊的行動」／『陸豊文史』6号、広東省陸陵豊県政協文史資料研究委員会、1993年6
月、単著。
＜一般記事＞ ‘La 3a internacia himalaja renkontiĝo’／『La Movado』591号、2000年5月、単著。
＜一般記事＞「甘志遠―戦下の南海に暗躍した海賊の首領」／『月刊しにか』11巻10号、2000年10月、単著。
＜一般記事＞「軍事基地と農業開拓民　上」／『沖縄タイムス』2002年8月、単著。
＜一般記事＞「軍事基地と農業開拓民　中」／『沖縄タイムス』2002年8月、単著。
＜一般記事＞「軍事基地と農業開拓民　下」／『沖縄タイムス』2002年8月、単著。
＜科研費報告書＞「キリスト教文書による近代中国華南沿海地区の地或史的研究」／私家版、2003年2月、単
著。

研究課題1⃝広東省農村史（広東省、農村史、地域研究）
研究課題2⃝近代中国語史

【著書】

『中国国民革命の研究』／京都大学人文科学研究所、1992年3月、共著。
『南海の軍閥　甘志遠―日中戦争下の香港・マカオ』／凱風社、2000年4月、共著。
『中国近代の都市と農村』／「中国マーケットシステムとキリスト教の布教」、京都大
学人文科学研究所、2001年3月、共著。

『文化政策入門』／「異邦人と固有の文化」、丸善ライブラリー、2001年2月、共著。
『一目ぼれの中国語（初級上）』／上海訳文出版社、2003年12月、共著。
『中国近代化の動態構造』／「潮州・汕頭の義和団事件と慈善結社」、京都大学人文科
学研究所、2004年2月、共著。

『一目ぼれの中国語（初級下）』／上海訳文出版社、2004年12月、共著。
『＜悪女＞の文化誌』／「前近代中国のいい女と悪い女」／晃洋書房、2005年3月30
日、共著。

『一目ぼれの中国語（中級上）』／上海訳文出版社、2006年12月、共著。
『女の怪異学』／「恋する幽霊の系譜学」晃洋書房、2007年3月、共著。
『救国、動員、秩序』／「近代広東の民衆組織と革命」慶應義塾大学出版会、2010年
9月、共著。

【論文】

「郷村の宗族主義と海陸豊農民運動」／『孫文研究』8号、1988年4月、単著。
「一九二〇年代広東の民団と農民自衛軍」／『京都橘女子大学研究紀要』第19号、
1992年12月、単著。

「中国語授業の現在―関西圏の四年制私立大学を中心として―」／『京都橘女子大学
外国語教育研究センター紀要』第2号、1994年2月、単著。

「日本士兵在海陸豊的詩歌」／『汕尾文芸』中国6期、1994年8月、単著。
「現代中国の女性誘拐事件」／『京都橘女子大学女性歴史文化研究所紀要』第3号、
1995年3月、単著。

「匪賊・袁蝦九」／『京都橘女子大学研究紀要』第24号、1997年12月、単著。
「1920年代広州の婢女解放と風俗改革」／『京都橘女子大学女性歴史文化研究所紀要』
第7号、1999年3月、単著。

「東江華僑回郷服務団与日軍」／『南洋学報』54号、南洋学会、1999年12月、単著。
「宣教師、中国人信者と清末華南郷村社会」／『東洋史研究』62巻3号、2003年12月、
単著。

「中日戦争時期在広東三 島的日本農業移民」／『抗日戦争研究』54期、2004年11月、
単著。

「19世紀インドのローマ字論争」／『東洋学報』88巻4号、2007年3月、単著。
「中国のバイブル・ウーマン」／『キリスト教史学』61集、2007年7月、単著。
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職名

文学部
日本語日本文学科教授

学歴

京都大学大学院文学研究科
中国語学中国文学専攻博士
後 期 課 程 単 位 取 得 後 退 学

（1986）

学位

文学修士（京都大学、1983）

所属学会

孫文研究会、キリスト教史
学会、東洋史研究会、日本
中国語学会

専門分野

中国近現代史、近代漢語史


